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令和 4 年度「アートによる長和町活性化事業」

事業報告書

１．本事業の目的

　本事業の目的は、長和町がアートの力で地域の活性化を行うことです。

　女子美術大学生のデザイン力や発信力を活用し、情報発信等により町の活性化を目指します。また、

女子美術大学が教育機関として、地方自治体とともに地域の活性化を目指す事業を行うことは、重要

な意義があります。長和町の「アートによる長和町活性化事業」に取り組むことは、社会貢献活動の

一環の事業として女子美術大学内で位置づけられています。包括連携協定を結び、本事業の安定的実

施を目指します。

２．本年度事業の目的

　今年度は、「アートによる長和町活性化事業」の推進にあたり、女子美術大学と長和町との包括連携

協定締結に向けた取組みを行うほか、本事業の実施にあたり寄せられている職員からの事業アイデア

（別添参照）や、住民からの意見などの実現に向けた取組みを行うことを目的として活動しました。

　また、活動の中で制作された様々な学生作品をより多くの方に知って頂けるような PR 方法の検討も

行うこととしました。

３．今年度の事業概要

　年度当初に実施された女子美術大学、浅野教授の授業（以下、浅野ゼミ）にて作成された企画書を

もとに、そこから派生する企画を「アートによる長和町活性化事業」の一環として実現することとし

ました。その成果物を広く長和町町民の方々の目に触れるよう展示しました。また、「アートによる長

和町活性化事業」を進めていくために、数年来の懸案である女子美術大学との包括連携協定締結に向

け調整を行いました。

　前年度に引き続きコロナ禍の終息が予測できない中、事業が想定どおり実施できるかどうかも含め、

コロナ対応に関する社会的状況や女子美術大学の状況などを考慮しながら、事業を推進しました。

（１）打ち合わせ事項

　コロナ禍において、直接対面の検討等は困難であることからオンラインでの打ち合わせを実施しました。
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■ 4 月 21 日（木）14：00 ～

進捗状況の共有（広報ながわ 200 号記念ロゴ制作事業・「清水坂の狐」紙芝居　等）

令和 4 年度事業について

成果物の取り扱いについて

令和 4 年度総合文化祭への展示について

■ 8 月 24 日（水）13：30 ～

進捗状況の共有

本年度の女子美術大学の成果物の実施ついて（バス停擬人化計画「長和町恋路物語」（以下、「長

和町恋路物語」））

実施にあたって課題の洗い出し

■ 1 月 4 日（水）14：00 ～

令和 5 年度事業について

「地域発元気づくり支援金」について

包括連携協定について

今後の予定確認

長和町職員からの事業案一覧（令和４年度見直し版）の共有

■１月 23 日（月）14：00 ～

「地域発元気づくり支援金」打ち合わせ

■ 3 月 8 日（水）15：30 ～

「地域発元気づくり支援金」打ち合わせ
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（２）「長和町恋路物語」女子美術大学学内プレゼンテーション　

　実施日程：6 月 15 日 14：00 ～

　女子美術大学杉並キャンパスにおいて、長和町担当者を招いてのプレゼンテーションが実施されま

した。

　浅野ゼミの 6 週間の授業では、全員で一つのプロジェクトの企画書を創り上げました。



5



6



7



8



9



10



11



12



13



14



15



16



17



18



19



20



21



22



23



24



25



26



27

（３）「長和町恋路物語」 長和町役場職員向プレゼンテーション

　実施日程：7 月 28 日（木） 10： 30 ～

　本年度の女子美術大学浅野ゼミで 制作された企画のプレゼンテーション が 、 羽田町長出席のもと実

施されました。

　首藤准教授と早渕助教によるプレゼンテーション終了後、以下の意見交換がありました。

（職員 A）製作期間６週間でこのクオリティの高さに感心した。自身が男性ということもあり、イケ

メンキャラクターに強く惹かれることはないが、良かったと思う。今回はバス停の擬人化だが、長和

町には観光スポット・寺院などもあるので、そのようなところに着目いただいてもいいかなと思った。
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（地域おこし協力隊員 A）細部までこだわりがあればあるほど人を惹きつけるものになると思う。個

人の嗜好にあわせ、ターゲット層を「女性オタク」に絞り、嗜好を持つ人が町に集まるという流れ

だと思うが、地方遠征をするまでのオタクに育てる導線を緻密に組んでおくと、この企画がより現

実味を帯びてくると感じた。

（首藤准教授）事例から、地域に密着したキャラクターほど、はじめは興味関心のない地域の方も

「キャラクターを育てる」という心理が生まれる。周知することではじめは多くの人の注目を集める

が、時間の経過とともにそれは薄れていく。それに反比例する形で地域の方々の愛着が高まるとい

う事例もある。「大々的に短く」というよりかは「小出しに長く」（賞味期限を長くする）、少しずつ

話題にしていく展開方法を考えている。

（職員 B）企画を進めていくうえでネックになるのは、運営の役割分担と考える。安定した体制を整

備するべき。

（職員 C）個人的に「擬人化」を大変好んでおり、今回の企画に大いに興味を持った。長和町に住み

始めて３～４ヶ月で、まだ町のことやバス停に詳しくないが、自宅近くのバス停・見たことのある

バス停が擬人化されていて興味を持った。多くの方々に興味を持ってもらいたい。

（職員 D）以前庁舎内に等身大パネル等が展示されていた際は、「なぜここにキャラクターが立って

いるのだろう？」「かっこいいキャラクターが立っているな」くらいに思っていたが、プレゼンテー

ションを受けたことで背景・前段のストーリーを知り、そのストーリーの流れからキャラクターが

生まれたということを知ることができて良かった。キャラクターの見た目だけでなく、ストーリー

まで踏み込むことで興味を持つという人は多いと思うが、そこまでにたどり着くため、様々な年代

に適切な対応ができるよう考えていかないと、町おこしにつなげることは困難で、力がついていか

ないと感じた。

（職員 E）この企画は地域活性化の可能性を秘めたものになっていると思う。観光資源になるために

は特徴があるということが重要。ブランシュたかやまがスキーヤーオンリーであり、依田窪病院の

整形外科が充実しているように、ターゲットにアプローチしていくという観光のあり方もひとつと

考える。町全体として取り組めるような体制を作っていけば、非常に有効な事業と考える。

（職員 F）アイドルということで、レッスンをしている動画で成長する過程を見せるとか、歌って踊

る動画などの制作は可能か。

（首藤准教授）補助金等を上手く活用して、将来的に発展する企画になればと思う。
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（職員 G）町として受け入れ・盛り上げ方をどのようにすればよいか。また、町まで来ていただく交

通手段は、自家用車を想定するのか、バス停をテーマとして扱っているので、公共交通機関（主に

バス）とするのか。交通手段の確保はひとつの課題と考える。今回、バス停の擬人化ということで、

バスを上手く活用した町内周遊バスとかも良いと考える。キャラクターの活用方法は、プレゼンテー

ションの中に出てきたカード・ステッカーなどの他にも様々な可能性があると思う。女性をターゲッ

トにしたことが素晴らしい。実行には様々な過程が必要だと思うが、真剣に考えていく必要がある。

（職員 H）個人的に良さはわからないが、期待はある。今後、実現に向けて研究を重ねていただきたい。

（職員 I）女性のオタクをターゲットとしたコアな部分があると思うが、大変おもしろい仕掛けとなっ

ている。はじめは興味関心を得ることが難しくとも、徐々に地域に浸透していくことで地域活性化

につながると思っている。

■職員プロジェクトチームの発足

上記の長和町役場職員向プレゼンテーションを受け、長和町×女子美術大学「長和町恋路物語」職

員プロジェクトチームを立ち上げました。

■職員プロジェクトチーム内意見等　

（職員Ｊ）QR コードの企画を行う場合、アンケートや何件アクセスがあったかなど、どの程度効果

があるのか分かる仕組みを作るのはどうか。例えば QR コード読み込み先を YouTube にするとか。

YouTube であれば視聴回数を把握することができる。

→統計を取ることで事業効果を数字で表すことが可能になる。

（地域おこし協力隊員Ｂ）都会の若者にとってネックとなるのは現地までの足だと思うので、（関東

方面からの流入だと仮定すると）上田駅までの限定周回バスを用意するとか、バスの本数を増やす

とか、この企画のためにバス停巡りをする層向けのフリー乗車券を作るとか。町民や知らずに来た

観光客への周知のため、期間限定のラッピングバスを用意するとか？いずれにせよ、聖地巡礼する

レベルのオタクに育てるまでの仕組みがもう少し必要かなと思う。

→Ｒ４. ８.12JR バス関東小諸支店に打診。前向きに協力いただけるとのこと。利用料金はかかるが、

２階建てバスとかその他バスも貸切バスとして借りることができる。

→Ｒ４. ８.24 オンライン打ち合わせにて女子美術大学及びジャパンイニシアチブと共有。長期的な

目で見て、企画が発展していくなかでタイミングを見計らって検討。

（職員Ｋ（リーダー））コレクションカードを各バス停に設置する場合、専用ケース（雨風等に耐え

られる・一人一枚ずつとなるような）が必要。または、バス停近くのお店等に設置して配布しても
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らうとか。カードの配布を通じて地域の方々との交流が生まれたら素敵。等身大パネル等もその場

に一緒に飾ってもらう。

（職員Ｋ（リーダー））「アートによる長和町活性化事業」は、町単（町単独）予算で実施しているが、

今後「地域発元気づくり支援金」（補助率 3/4 以内、重点テーマに該当する場合の補助率 4/5 以内）や「コ

ミュニティ助成事業　地域づくり助成事業」（200 万円まで）などの補助金を活用していきたい。「地

域発元気づくり支援金」については、毎年年末～年始に第一次の募集があるので、令和５年度分を

申請することが可能。（「コミュニティ助成事業　地域づくり助成事業」については、令和４年９月

15 日（木）〆切あり。）

■その他の意見等

（職員Ｅ）新宿バスタ行き高速バスのラッピング。高速バスは、高速道路はもちろん、練馬から一般

道に下り街中を通る。注目を集める方法の一つとして有効と考える。

→Ｒ４. ８.12JR バス関東小諸支店から同様の提案をいただく。

→Ｒ４. ８.24 オンライン打ち合わせにて女子美術大学及びジャパンイニシアチブと共有。長期的な

目で見て、企画が発展していくなかでタイミングを見計らって検討。

（４）プレゼンテーションを受けてのＪＲバス関東小諸支店への協力要請

　プレゼンテーションの結果をもってＪＲバス関東小諸支店へ協力を要請したところ、バス停への QR

コード・コレクションカードの設置について了解を得ました。

　JR バスでは、地域連携に力を入れていこうという動きがあり、企画と絡めて事業を展開していきた

いという要望がありました。内容は以下のとおりです。

　〇バスラッピングについて　

　庁内巡回バス「ながわごん」・上田駅まで行くバスの車内ラッピング（ポスターの掲示等）をしたい。

　高速バス等、県外へ出るバスへの車両ラッピングも検討している。業者から見積書（全面・前後・

　左右それぞれをラッピングする場合の金額がわかるもの）を取得する等研究中。キャラクター等

　を使用することは可能か。可能な場合、11 月上旬に予定されている町の総合文化祭に併せたプレ

　イベントまでにラッピングバスを完成させ、その車両で今回の企画に携わってくださった学生の

　送迎バスを出すことができれば理想的。（バスの賃借料については要検討。）学生に自身の企画が

　実現したという体験をしていただきたい。

　〇キャラクターについて

　今回 13 人のキャラクターを制作いただいたが、「JR バス関東長久保営業所」のキャラクターも作
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　成いただければ…。JR バス運転手の帽子を被ったキャラクターがほしい。

　〇オリジナルグッズについて

　企画書に、バス停に設置したコレクションカードを集めた方にクリアファイルをプレゼントとい

　う企画があったが、これとは別に、バスに乗車した人向けの特典グッズを作成したいと考えている。

　キャラクター等を使用することは可能か。

　ＪＲバス関東小諸支店からいただいた要望は、実現の可否を含め、中長期的に検討を行っていきます。

（５）長和町総合文化祭実施内容

　■参加者

　　11 月 4 日 （金）（前日準備 ）～ 6 日 （日） 　浅野教授　首藤准教授　早渕助教　渡邊助手

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ＮＰＯ法人ジャパンイニシアチブ   青木 福井

　　11 月 5 日 （土）～ 6 日 （日）　　　　　　    学生 4 名

　■展示

　　＜長和町役場 サテライト会場＞

　　役場本庁舎にパネルと、説明のパンフレットを設置しました 。
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　■体育館

　　企画書、 パンフレット、 パネル等を展示しました。

　　コレクションカードやパンフレットなど、 来場者が 持ち帰 え ることができるものも展示しました。
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　■ポスター
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　■プレイベントの実施

　　企画書の中に出てくるイベント の「お試し版」として、 複数のバス停現地で小規模イベントを行

　いました 。

　　メインキャラクター（バス停）は以下のとおりです。

　　・唐沢（男女倉線）

　　・やすらぎの湯（立岩線）

　　・古町薬局前（学者・立 科線）

　　メインキャラクターの他にも、羽田町長・町民の方・役場職員・町の特産物等が登場するバス停

　もありました 。

　　該当のバス停に設置した QR コードを読み取 ると、動画を視聴することができました 。

＜町外（上田駅）行きバス車内ポスター＞

　ＪＲバス関東小諸支店及び長久保営業所のご協力のもと、 町内外を走るバスの車内にポスターを掲

示していただき、プレイベントの周知を行いました。
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＜ＪＲバス関東長久保営業所バス待合室ポスター＞

＜円通寺バス停＞
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＜上深山口バス停＞

＜唐沢バス停＞
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＜唐沢バス停看板＆ QR コード＞

＜唐沢 QR コード読み取り中＞

＜長和町役場バス停看板＆ QR コード＞
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＜ AR 画像＞
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　■コレクションカード
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　■クリアファイル
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　■パンフレット
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長和町

長久保 7
古　町 5
大　門 1
和　田 6

町　外
上　田 1
長　野 1
無回答 2

　■女子美術大学 長和町総合文化祭アンケート

回答期間：令和 4 年 11 月 5 日（土）～令和 4 年 11 月 6 日（日）

回答者数：23 人

１ ご来場いただいた方について
　（１） 本日はどこからいらっしゃいましたか。
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　（２） 年代を教えてください。

２ 女子美術大学について
　（１） 女子美術大学と長和町の連携した取り組みを知っていましたか。

10 代以下 6
20 代 3
30 代 3
40 代 3
50 代 2
60 代 6
70 代 0
80 代以上 0

知っていた 17
知らなかった 6
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　（２）「知っていた」と回答した方にお聞きします。

　　　  連携した取り組みについてどこで知りましたか。

 　 ※

　※「その他」の内容
　・友人、知人
　・町関係者
　・役場庁舎で見た

広報ながわ 11
長和町公式 Twitter 1
長和町公式 Facebook 0
FM とうみ 2
女子美術大学との連携を紹介する
専用ホームページ 2

　その他 6
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３ 女子美術大学の企画展示について
　（１） 企画展示をご覧になりましたか。

　

　（２）「はい」と回答した方にお聞きします。満足度を教えてください。

は　い 22
いいえ 1

満　足 17
やや満足 3
どちらともいえない 1
やや不満 0
不　満 0
無回答 1
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　（３） 今回の女子美術大学の企画展示の感想をお聞かせください。

長和町の文化等と組み合わされており、長和町を知るきっかけになると思った。

いろんな作品があってすごい。自分の作品があった。また来たい。

とても広がりのある企画だと感じました。今後の展開に期待しています。

ポップな感じが長和町とマッチして、どうなるか楽しみです。

ステキな作品を見られてよかったです。子どもたちも喜んでいました。

各キャラクターごとのストーリーや、そもそもの設定（例えば、その土地の妖精など）をもっ

と細かく設定してあげると深みが出ると思いました。とても良い取組みだと思います。

実際の路線やバス停がコンテンツとして、表現されているのが良いと思った。

どのキャラ クターデザインもステキでした！後ろの方にあるパネルの全体も見たかったです 。

アニメが大変上手でステキです。

魅力あふれるキャラクター展開とても楽しいです。いつもありがとうございます (^ ▽ ^) ♪

いろんなキャラクターがいて、全部上手に書けていて、すごかったです。

いろんなキャラクターがいてすごいと思った。どんな性格なのかな？とワクワクした。

学生さんの発想に驚きました！

若い年代には人気があると思う。

今どきらしい。

プロ並みの出来栄えで驚きました。

すごく良くできています。

４ 「長和町恋路物語」プレイベントについて
　プレイベントに参加されましたか。

は　い 3
いいえ 11
無回答 9



48

５ 今後の取り組みについて
　今後、女子美術大学と長和町は連携して情報発信などの事業に取り組む予定です。この中で取り組

んでほしいことがあれば教えてください。

こんなに立派にできているので、もっと大きく町民に広げた方が良いと思う。「見よう」と思うきっ

かけがわからないです。

グッズ販売なども行ってほしいと思います。できれば CV（キャラクターボイス）などあればよそ

に負けない企画になると思います。

川・水にまつわる物語があれば。

絵の教室を開いてほしい。

アート・イン・レジデンスなどに取り組まれればよいと思います。

お年寄りの作品とコラボはいかがでしょう⁉

以上
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４．広報活動

（１）広報ながわ新ロゴ

　日本広報協会が発行している「月刊 広報 2022 年 5 月号」 の 「合同特集／広報紙のリニューアル」と

いうページで紹介されました。

（２）新聞での紹介

令和 4 年 8 月 9 日掲載 信濃毎日新聞
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（３）長和町総合文化祭に関する記事

令和 4 年 11 月 7 日掲載 信濃毎日新聞
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（４）「広報ながわ」 における活動報告及び学生の作品紹介

【広報ながわ令和 4 年 5 月号掲載記事】
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【広報ながわ令和 4 年 6 月号掲載記事】
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【広報ながわ令和 4 年 7 月号掲載記事】
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【広報ながわ令和 4 年 8 月号掲載記事】
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【広報ながわ令和 4 年 9 月号掲載記事】
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【広報ながわ令和 4 年 10 月号掲載記事】
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【広報ながわ令和 4 年 11 月号掲載記事】
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【広報ながわ令和 4 年 12 月号掲載記事】
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【広報ながわ令和 5 年 1 月号 掲載記事】
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【広報ながわ令和５年 2 月号掲載記事】
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【広報ながわ令和 5 年 3 月号掲載記事】
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５．来年度の事業展開

（１）女子美術大学との包括連携協定締結に向けて

　コロナ禍により、ほぼ 3 年間進めることができませんでした。

　社会情勢も落ち着いてきており、 延期されている町幹部と大学幹部との面談を実現する方向で今後、

協議を行います。

（２）長和町の取組み

　「長和町恋路物語」に関して、 「 地域発元気づくり支援金」のような地方公共団体の取組みに積極的

に応募し、 環境を整えるなど、今年度実施したイベントをより拡充することを目指します。

　※「地域発元気づくり支援金」…  豊かさが実感でき、活力あふれる輝く長野県づくりを進めるため、

市町村や公共的団体等が住民とともに、自らの知恵と工夫により自主的、主体的に取り組む地域の元

気を生み出すモデル的で発展性のある事業に対して、必要な経費を支援する制度。

（３）女子美術大学の取組み

　長和町と包括連携協定を結ぶことで、 アート・デザイン表現学科以外の学科も参加しやすくなり、 長

和町から提案された事業案にもより対応していけると思われることから、女子美術大学としても包括

連携協定の締結を目指していきます。

　現役学生だけでなく、卒業生の参加の可能性も生まれ、女子美術大学の新しい関わり方が期待でき

ます 。

（４）ホームページの更新

　ホームページは逐次、迅速に情報を更新していきます。

　また、 学生の作品も多く掲載されてきたことから、著作権、ホームページ掲載にかかわる個人情報に

ついて検討し、昨年度に引き続き掲載 ガイドラインを作っていきます。

（５） 女子美術大学浅野教授の授業について

　大学授業の取組みとして、 来年度においても引き続き、長和町をテーマとした授業を行うよう検討し

ています。 本年度は、長和町の広大な土地と町内を走る巡回バスのバス停デザインをテーマにプレイ
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ベントまで実施しました。

（６） JR バス関東小諸支店をはじめとしたコラボレーション
　今年度すでに JR バス関東小諸支店のご協力を得ており、今後もコラボレーションについて検討して

いきます 。　また、今年度の女子美術大学の企画（「長和町恋路物語」）でも提案されている、長和町

の特産物とのコラボレーションも検討していきます。

（７）著作権について

　これまで、学生の作品も多く生まれていることから、作品の著作権に関するガイドラインの検討が

必須となっています。本年度の成果物と企画書の性質により 2 つの点で著作物の管理を提案します。

　まず、今年度の成果物であるイベントに関しては、映画の著作物と規定されます。映画の著作物に

は今回のＡＲを利用したゲームも含まれます。

　映画の著作物は人格権をもつクリエイター（制作者）と、財産権をもつプロデューサー（製作者）

がコンテンツ（作品）を制作した時点から権利を分け合うことになります。

　クリエイターはプロジェクト（今回は浅野ゼミ）に参加を表明した時点で財産権および、プロジェ

クトの実施に関して人格権を行使しないものとなります（ワンチャンス主義）。ただし、これは本プロ

ジェクトの目的、すなわち今年度のイベントの実施及び同様のイベントを実施する場合にのみ有効で

す。この範囲では、プロデューサーの役割をもつ女子美術大学が権利をコントロールできるものとな

ります。

　一方、企画書やプレゼンテーション資料中のキャラクターは、絵画の著作物と規定されます。それ

ぞれ絵画の著作物を単独で前述のイベント活動以外の目的で利用の場合、例としてラッピングバスや

新たにキャラクター商品を制作する場合、別途各クリエイターとの著作物の使用許諾の契約が必要に

なります。

　どちらのケースも何のために、どのようにそのコンテンツを使用するかが契約の違いとなります。
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■令和４年度制作物の利用について

契　約　書（案）

長野県長和町（以下「甲」という）と女子美術大学（以下「乙」という）は、○○（以下「本制作物」

という）の制作に関して、次の通り契約を締結する。

第１条（制作の主体）

 本制作物の製作者は乙とする。

第２条（利用者）　 

 本制作物の利用が可能な者を甲とする。甲以外が本制作物の利用を望む場合は、乙の許可を必

 要とする。　

第３条（改変）

 本制作物について改変が必要になった場合、甲乙で協議するものとする。その場合、　甲は乙 

 に速やかに資料を提供するものとする。

 提供する資料は資料制作者の著作権処理、また肖像権が処理されているものとする。

第４条（著作権）

 本制作物は映画の著作物と規定します。映画の著作物において財産権は乙のものとする。

２．甲が本制作物の制作意図の範囲で利用される場合、制作者は人格権を行使しないものとする。

第５条（権利の帰属）

 本制作物に関する著作権は実際の制作が乙のみで行われた場合には乙に帰属し、甲乙共同で行 

 われる場合には甲乙共有とする。

第６条（権利の侵害）

 本制作物に関して、万一第三者より著作権上のクレームが提起された場合は、乙が自己の責任 

 においてその解決を図るものとする。

第７条（本成果物の使用）

 本業務における本制作物を制作意図以外の目的で甲が使用することを望む場合は、事前に乙と 

 協議するものとする。

２．甲は本制作物を使用する場合、いかなる場合も必ず乙のクレジットを明記するものとする。
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３．甲はいかなる場合も乙の許諾を得ず、本制作物を改変、改ざんしないものとする。

第８条（再委託）

 本業務の一部を第三者に再委託する場合、乙は甲の許可を得なければならない。

第９条（協議）

 甲及び乙は、信義を守り誠実に本契約を履行するものとし、本契約に定めのない事項又は本契 

 約の解釈に疑義が生じたときは、その都度甲乙協議の上、円満に解決するものとする。

以上

■令和４年度の個々の著作物の利用について

契　約　書（案）

長野県長和町（以下「甲」という）と○○は（以下「乙」という）は、乙が著作権の権利をもつキャラクター

（以下本件キャラクターという）の使用許諾に関し、以下の通り契約を締結する。

第１条（使用許諾）

 乙は、甲に対して次条以下に定める条件に従い、本件キャラクターを甲が発行・頒布する成果 

 物に使用することを許諾する。

第２条（対価）

 甲は、前条に基づく使用許諾の対価として、金　　　万円（消費税を含まない）を現金で支払 

 うものとする。

２．甲は、前項に定める対価を本契約締結後、または本件キャラクターが納入された後速やかに乙

　　の指定する銀行口座に振り込み、支払うものとする。

第３条　本件キャラクターの提供

 乙は、契約締結後速やかに使用許諾する本件キャラクターの清刷、また甲が望むファイル形式 

 で甲に提供するものとする。

第４条（乙への発注）

 本件キャラクターを使用する対象物のデザイン代、制作料等の甲乙間における取引条件につい 
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 ては、乙への発注前に甲乙別途協議して取り決めるものとする。

第５条（第三者への使用許諾）

 乙は、本契約の有効期間中、第三者に対し、キャラクターを広告宣伝等に使用することを許諾 

 しないものとする。

第６条（権利の侵害）

 本契約に基づき甲が使用した本件キャラクターに関して、万一第三者より著作権上のクレーム 

 が提起された場合は、甲は、事故の責任においてその解決を図るものとする。

第７条（有効期間）

 本契約有効期間は、　　年　　月　　日から１年間とする。ただし、期間満了の１か月前まで

 に甲乙いずれからも何らかの申し出のないときは、さらに１年間延長されるものとして、以後 

 も同様とする。

第８条（協議）

 甲及び乙は、信義を守り誠実に本契約を履行するものとし、本契約に定めのない事項又は本契 

 約の解釈に疑義が生じたときは、その都度甲乙協議の上、円満に解決するものとする。

以上
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＜別添＞長和町職員からの事業案一覧（令和４年度見直し版）

番号 事業名・事業概要 補　足　事　項 担当係

1
黒耀石を広くＰＲするイ
メージ戦略についての検討

  ・ Obsidian art 創生プロジェクト
  ・ 平成 29 年度募集

文化財係

2

総花的になりがちな町の
ＰＲイメージづくりへの
協力
※関連：20

  ・  町全体をイメージできるようなイメージ
素材づくりを行い、それを基に各種事業
計画を立案。（商工観光係）

  ・ 平成 29 年度募集

商 工 観 光
係

3 町各種計画への挿絵等
  ・  町の計画の冊子への挿絵やページレイア

ウト。
  ・  平成 29 年度募集（令和４年度内容見直し）

まちづくり
政策係

令和８年

４月～ 12

月末まで

4
町 関 係 イ ベ ン ト の ポ ス
ター作成

  ・  和田新そば祭り等のイベントポスターの
デザイン

  ・ 平成 29 年度募集
農政係

5
ＰＲのためのバス・公用
車のラッピング
※関連：15

  ・  町のＰＲのため、町のバス（和田バス委
託）やＪＲバス、和田バスにラッピング。
デザインを女子美大生に考えてもらう。

  ・  公用車に長和町と分かるようなステッ
カー等を貼り、走る広告塔として PR で
きるようにする。（平成 30 年度追記）

  ・ 平成 29 年度募集

総務係

6 公共施設に絵を描く

  ・  ながと保育園のプールのフェンス、保育
園バスのバス停への女子美大生によるペ
イント。（学生の作品展示の場所として
の活用もよいのでは。）

  ・ 平成 29 年度募集

な が と 保
育園

7
原付の「ご当地ナンバー」
のデザイン

  ・  黒耀石体験ミュージアムのキャラクター
を原付などの「ご当地ナンバー」として
使用すれば、走る広告として黒耀石や長
和町をＰＲすることができる。

  ・ 平成 30 年度募集（令和４年度内容見直し）

税務係

8 マンホールのデザイン

  ・  数種類考えてもらい、町内各地に１枚ず
つ配置して、スタンプラリー的なことに
活用したり、マンホールカードを作成し
てＰＲに使用したりする。

  ・ 外国人にも人気がある。
  ・ 平成 30 年度募集（令和４年度内容見直し）

上 下 水 道
係

実施可能

年度の前

年度には

打ち合わ

せ等を希

望。

実施
状況

備考（実施
希望時期）
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番号 事業名・事業概要 補　足　事　項 担当係

9 長和町の PR 方法の研究

  ・  寄せられた事業案を女子美術大学に提供
し、その内容を考慮しつつ、町を更に研
究してもらう。

  ・  町関係の各課係・関係機関が協力して女
子美術大学と連携した PR を進める。

  ・  平成 30 年度募集（令和４年度内容見直し）

まちづくり
政策係

毎年の取

組みの中

で実施し

ていただ

いている。

継続的な

取組みを

希望。

10

作品制作過程の公開（小
学生・中学生が見ること
ができるように）
関連：13

  ・  小 学 校 や 中 学 校 で 作 品 制 作（ ワ ー ク
ショップ）をしてもらい、その作業を公
開する。制作する姿は子どもたちへ良い
影響をあたえてくれると考える。

  ・  町内の小学校２校はオンライン設備が
整ったので、オンラインでの交流も可能。

  ・ 平成 30 年度募集（令和４年度内容見直し）

学 校 教 育
係

11
アーティストやクリエイ
ターが集まるスペースの
開設

  ・  町内にアーティストやクリエイターが集
まるスペースを作る。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

（例）
  ・  和田庁舎の２、３階をいくつも間仕切り、

アーティストやクリエイターの発表場所
にすれば、これまでと違った集客方法に
なる。

  ・  町民で実はアート活動を行っているとい
う方や、町内外のアーティストなどに活
躍の場を提供したい。新たな客層の開拓
と町民の能力、再発見ができる。

  ・  女子美術大学の学生さんにとって、自分
の作品の更なるバージョンアップや、今
後社会に出て行く際に必要な視点（マー
ケティングや顧客開拓等）を養う場にな
ることを目指したい。

  ・  平成 30 年度募集（令和４年度内容見直し）

まちづくり
政策係

実施
状況

備考（実施
希望時期）
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番号 事業名・事業概要 補　足　事　項 担当係

12
庁舎の正面入り口案内の
作成

  ・  来庁者が正面入り口ではなく、国道側の
入り口から入ってきてしまう。総合案内
窓口がある正面入り口から入って来ても
らえるように看板を作成する等、良い誘
導方法を考え、デザインしてほしい。

  ・  建設水道課や産業振興課、２階総務係に
ご用がある方は国道側入り口から入る方
が良いでしょうし、町民福祉課や税務係、
教育委員会にご用のある方は正面入り口
から入る方が来庁者にとって利便性があ
ると思うので、誘導できるような方法、
デザイン等があればありがたい。

  ・ 平成 30 年度募集（令和４年度内容見直し）

管財係

13
ふれあい館の子どもたち
との交流
関連：10

  ・  放課後、ふれあい館に来る子どもたちと
触れ合ってほしい。触れ合う中で、子ど
もたちからの要望（絵を描く、工作する）
に答えてもらいたい。

  ・  ゆくゆくは、行事として黒板アート等の
制作過程を見せてもらう等の取組みも
可。（最初からワークショップ等を行う
と、子どもたちも身構えてしまう。触れ
合う中で子どものニーズを探してもらえ
れば。）

  ・（参考）
  ・  時間帯は平日の 15 時から 17 時の間（閉

館は 19 時くらいまで。多くの子どもが
いる時間帯がその２時間。低学年は 15
時から。３年生以上は 16 時から。）人数
は 50 ～ 60 人程度。

  ・  職員が足りず、その場にいてもらうだけで
もありがたいが、以前美大卒の職員が新聞
紙等で工作をしてくれた。そのような感じ
で触れ合ってもらえるとありがたい。

  ・  コロナ禍が落ち着いた段階で、ふれあい
館での子どもとの交流をお願いしたい。

  ・  平成 30 年 10 月５日追加（令和４年度
内容見直し）

人 権 男 女
共 同 参 画
係

〇

新型コロ

ナウイル

ス感染症

が落ち着

き次第再

開を希望

実施
状況

備考（実施
希望時期）
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番号 事業名・事業概要 補　足　事　項 担当係

14
直 営 別 荘 地 の 施 設 等 の
トータルデザイン

  ・  長和町直営別荘地のＰＲ・イメージアッ
プにつながる統一的なデザインの考案を
してほしい。

  ・  そのデザインに基づく施設及び古くなっ
てしまった別荘地案内看板・規制看板・
標識のデザインを考案して頂きたい。

  ・  予算等に応じて、実現可能なものを相談
していく。

  ・  総合管理センター横の大型看板に長和町
や直営別荘地をイメージした壁画等を作
成してほしい。

  ・  廃墟となってしまった別荘のアート的活
用

  ・ 令和元年度募集（令和４年度内容見直し）

別荘係

15
町内巡回マイクロバスの
ラッピングデザイン
※関連５

  ・  新しく購入するワゴン車（トヨタハイ
エース等）のラッピングデザインを考案
してほしい。

  ・  必ず全面ラッピングで、という訳ではな
く、予算に応じて、ワンポイントでも町
のＰＲにつながるようなデザインにして
ほしい。

  ・  町内巡回バスと呼ぶのも寂しいので、「～
号」のような名前をつけることも検討し
ている。

  ・ 令和元年度募集

総務係 〇 事業完了

16
ふるさと CM 大賞への作
品応募

  ・  長野朝日放送主催「ふるさと CM 大賞」
に女子美術大学として作品の応募を検討
して頂きたい。

  ・  女子美術大学ならではの手法（アニメー
ション等）を用いて、作品を作って頂き
たい。

  ・ 令和元年度募集

まちづくり
政策係

実施
状況

備考（実施
希望時期）
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番号 事業名・事業概要 補　足　事　項 担当係

17
中山道長久保宿・和田宿
限定オリジナルグッズ制
作事業

  ・  長和町住民（グッズを活用して、取組み
を行いたい方）の提案。

  ・  長和町内に２カ所ある中山道の宿場を盛
り上げるためのグッズ（コースター、キー
ホルダー等）を制作頂きたい。

  ・  ありふれたデザインではなく、若い世代
の目線で今までにないような現代的なも
のを制作して頂きたい。

  ・  来訪者に対し、記念品のような形で配布
もしくは、販売することを主な用途とし
て検討している。

  ・ 令和２年度募集（令和４年度内容見直し）

文化財係
（小池隆吉

さん）

新型コロ

ナウイル

ス感染症

が落ち着

き 次 第。

（ ま ず は

交 流 か

ら）

18
山の子学園共同村利用者
との交流

  ・  障害者支援施設山の子学園共同村の利用
者と交流を行って頂きたい。

  ・  利用者には、個性的な作品（絵など）を
制作される方がおり、そういった作品を
内部で完結するだけでなく、外に発信で
きるような形にできるよう、アドバイス
等が欲しい。

  ・  また、一緒に作品を制作するなど、利用
者と学生との交流ができるような取組み
を検討する。

  ・ 令和２年度募集（令和４年度内容見直し）

福祉係
（樅の木福

祉 会 山 の
子 学 園 共
同村）

新型コロ

ナウイル

ス感染症

が落ち着

き 次 第。

（ ま ず は

交 流 か

ら）

19
親子の関係性をテーマに
し た オ リ ジ ナ ル 絵 本 の
制作

  ・  乳幼児を育てる保護者を対象に、親子の
関係性をテーマにした絵本を制作頂きた
い。

  ・  絵本を通して読者に伝えたい内容とし
て、例えば、子育てを頑張っている親に
対して、「それでいいんだよ」というこ
とを伝えることができるような内容や、
保護者がこどもの行動や言動に寄り添い
ながら育児をしていく様子を描いて頂き
たい。

  ・  具体的な内容については、学生さんと話
し合いながら一緒に作っていきたい。

  ・  絵本の雰囲気は温かく、ほのぼのとした
イメージのものを検討している。

  ・ 令和２年度募集

健康づくり
係

令和６年

度（コロ

ナが落ち

着いてか

ら

実施
状況

備考（実施
希望時期）
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番号 事業名・事業概要 補　足　事　項 担当係

20
赤ちゃん手帳に掲載する
イラストの作成

  ・  町では、育児の参考にして頂くために、
赤ちゃん手帳を作成し配布している。

  ・  赤ちゃん手帳の表紙等ポイントとなる箇
所や、親子遊びの場面、離乳食の場面、
歯磨きの場面等のイラストを学生の皆様
に作成いただきたい。

健 康 づ く
り係

令和５年

度

21
長 和 町 和 田 B ＆ G 海 洋
センター（プール）入口
のデザイン事業

  ・  建物の入口部分に新たなイラストを描い
て頂きたい。

  ・  現在、入口部分には建設当初（昭和 62
年頃）に描かれたイラストがあるが、色
あせてしまっており、古ぼけた建物に見
えてしまう。

  ・  女子美術大学学生の斬新なアイデアで、
目に留まるようなイラストを描いて頂き
たい。

  ・  なお、本施設は和田小学校裏にある施設
で、和田保育園、小学校の子どもたちが
授業で使用する施設でもあるため、新た
な色を付けて子供たちがいきいきと利用
できるような施設に変えたいと検討して
いる。

  ・  具体的なデザインの内容については、大
学と町とで話し合いながら一緒に作って
いきたい。

  ・ 令和２年度募集

社 会 教 育
係

◎
新
規

日本財団みらいの福祉施
設建設プロジェクト

  ・  公益財団法人日本財団主催の「日本財団
みらいの福祉施設建築プロジェクト」の
助成金を使い、放課後等デイサービス事
業所の新築を計画している。日本財団が
行う学生コンペとは別に、独自の学生コ
ンペの開催にご協力いただきたい。

  ・  コンペに限らず、施設完成後も事業所を
利用する子どもたちとの交流を定期的に
行い、女子美術大学の学生の学習フィー
ルドとして定着させたい。

福祉係
（樅の木福

祉 会 山 の
子 学 園 共
同村）

令和５年

度～

( プロジェ

クト自体

は、 令 和

５年１月

から構想

スタート。

令和６～

７年頃完

成予定。)

実施
状況

備考（実施
希望時期）
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